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天然海域におけるクルマエビP　RDV保有状況の把握に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　静岡県水産試験場浜名湖分場

浜名湖内の2ヵ所に水揚げされる天然クルマエビのP　R　DV保有状況を月別に調査した。

6月及び7月にはP　RDVは検出されなかったが，8月には3％検出された。9月には検
出率は42％に増加し，その影響が懸念されたが、lO月には6％に減少し、l1月には4％と

例年並になった。P　RDVの検出率増加に先立ち、6月末から8月末にかけて、浜名湖周

辺のクルマエビ養殖場や種苗生産施設でP　AVが発生し，大きな被害がでていた。養殖場

に近い調査地点で検出率が高かったことや，種苗生産施設では平成7年から毎年P　AVが

発生しているが、浜名湖内のクルマエビのウイルス保有状況に影響を与えた事がないこと

から、9月の検出率の増加は養殖場でのP　AVの影響であると考えられた。

浜名湖内のクマエビ、ヨシエビ、ユビナガスジエビ、イシガニ、ガザミ及び養殖場に生息

するアシハラガニについてP　R　DV保有状況を調査したところ、ユビナガスジエビ、イシ

ガニ及びアシハラガニから検出された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Pg1～99）

PAV検査におけるPCR診断に関する手法等の改良に関する研究

　　　　　　　　　　　　　愛知県水産試験場漁業生産研究所

近年、クルマエビ急性ウイルス血症（PAV）は養殖業、栽培漁業に大きな被害を与えてい

る。今回、この原因ウイルスPRDVのPCR検査法の改良を行った。

　DNA抽出法として、フェノール抽出法とカラム抽出法の比較検討を行った。血リンパ

と稚エビ頭胸部を材料として行った場合、いずれもカラム抽出法が高い検出率を示し、ま

た抽出にかかる時間も血リンパの場合1時間45分、稚エビ頭胸部の場合も1時聞15分カラ

ム抽出法が短く、抽出法としてカラム抽出法が有効であることが示された。

　PRDV特異的配列の増幅法については、増幅装置、増幅酵素、増幅プログラムによる感

度の相異はみられなかったため、それぞれの検査機関の状況にあわせてこれらを選択する

のが望ましいと考えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P101～111）

アユ冷水病、特にその病原菌Cγωψ螂ρsγchmρ舳aに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　広島県水産試験場淡水魚支場

1．冷水病の自然発病魚を用いた同居感染、飼育排水による感染は容易に成立し、同居、

　飼育排水による実験感染系の確立は可能であると考えられた。

2．注射による人為感染病魚からの排菌量は20℃より10℃の方が1オーダー多く　最大

　54×104cfu／行sh／minであった。

3．排出菌量は死亡時には多量の菌が排出されるが、経過時間とともに減少した。

4．自然発病魚からの排菌量、自然発病魚による同居感染試験の排水中の菌量はほとんど

　検出限界以下であった。最大は14x　l01cfu畑shlm㎞であった。測定した排菌量と同居

　感染の成立との関連は明らかではなかった。

5．培養菌の注射法による感染試験ではワクチン有効率（RPS60）はアジュバンド添加ワ

　クチンが高く50％であった。

6．自然発病条件では有効率は28．6％であった。

7．自然発病魚の飼育排水による感染試験では有効率は50％であった。

8．培地による病原性の違いは明らかでなかった。

アユの冷水病、特にH〃o肋αeh〃mρ∫yC〃岬h’仙mに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県水産試験場

　H〃oba晩h〃㎜ρ8yc灼mρ〃伽㎜を病原体とするアユの冷水病の、ワクチンによる予防を目

標に、注射法によるワクチン接種の効果を検討した。その結果、特に2種類のオイルアジ

ュバントを添加した区で、それぞれ有効率76および100％の高い効果が認められた。また、

浸漬法によるワクチン接種の予備試験も併せて行い、有効な結果が得られた。

　加えて、河川における冷水病の感染経路を明らかにする目的で、1河川においてアユお

よび他魚種の定期的な保菌調査を行った。サンブル数の不足から感染源を明らかにするこ

とはできなかったが、アユ漁解禁前にアユの保菌が確認された。

（P131～140）

（P115～130）

アユ冷水病に対する治療技術に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県水産試験場

アユ冷水病は養殖場で多発し、深刻な被害を出しているほか、河川放流後に発病すること

もあり、アユ養殖業のみならず我が国内水面漁菜振興上、最も緊急かつ重要な問題となっ

ている。本研究では再発防止を念頭に置き、アユ冷水病に対する治療技術の確立を目指す

ことを目的とした。昨年度は、アユ種苗の健全化を図るため、アユに対して化学療法剤や

食塩による薬浴を行い、一部の薬浴処理、すなわち、1％食塩十スルフイソゾール（以下、

SIZと示す。）400ppmの2日間浴や1％食塩の5日間浴で試験期間中に冷水病の発生がみら

れないといった有効な例が認められた。しかし、上記の薬浴では処理中に1％食塩の影響

と考えられる急激なへい死が発生した。そのため、本年度はそのへい死を緩和するととも

に、より効果を高めることを目的に、昨年度の薬浴処理に改良を加えた条件で薬浴試験を

行い、どの程度の治療効果があるか検討を行った。また、治療研究の基礎資料を得るため、

魚体各部位における冷水病原因菌の動態や水平感染試験における感染状況についても検討

を行った。

その結果、薬浴試験については、全ての実験区において薬浴期問中、処理に伴うへい死

は発生せず、Naαの影響と考えられる急性毒性の緩和の目的は達成されたものと思われ

た。しかし、今回最も有効と考えられたNaαとSIZを添加した実験区では冷水病発症に

対する遅延効果は認められたものの、薬浴終了後、短期間のうちに冷水病が発生し、十分

な治療効果は認められなかった。

　魚体各部位における冷水病原因菌の動態については、内臓諸器官の冷水病原因薗の分離

率は感染初期には低かったが、冷水病による日間死亡率が上昇するにつれて、その分離率

は上昇した。

　水平感染試験における感染状況においては、冷水病の経験のない魚群のアユに対して、

冷水病が水平感染しやすいことが示唆される、一方、冷水病の重篤な経験をした魚群の生

き残ったアユに対しては、冷水病が水平感染しにくいことが示唆された。冷水病経験魚が、

水平感染しにくかかった原因としては、自然免疫、または、冷水病を一度経験したことに

よる獲得免疫等、様々な要因が考えられるが、その詳細は不明である。

天然水域のアユ冷水病に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　新潟県内水面水産試験場

　放流種苗の保菌状況を把握する目的で調査した結果、人工産・琵琶湖産種苗とも保薗魚

であった。またそれらを河川放流後の追跡調査を行った結果、放流後2週聞では蜷死魚や

弱魚がみられ、患部から冷水病原因菌が検出された。保菌検査の結果から天然遡上産アユ

の河川生活期における稚魚、成魚、親魚、卵、仔魚の各発育段階全てで原因薗が検出され

た。また、環境としての餌料生物である付着藻類、河川水から低水温期にPCR法により

原因菌が検出された。

（P149～157）

（P139～148）



アユ冷水病防除技術開発と診断手法の研究

　　　　　　　　　　　神奈川県水産総合研究所内水面試験場

アユ冷水病ワクチンの早期実用化を目的として、冷水病防除技術開発および診断技術研究

を実施した。

（浸漬ワクチン試験）

　投与後、最短で59日問、最長で116日間冷水病の発生を抑えることができた。累積へい

死率では、1回処理区の90．8％に対し、2回処理区および3回処理区でそれぞれ、26．7％、

56．2％と低くなった。血中抗体価はいずれの区もOであった。

（注射ワクチン試験）

　稚魚に対する試験では、ワクチン区で延命効果が認められた。RPS60の有効率は不活化

ワクチン区25％、アジュバント711添加区50％、アジュバント763A添加区58％となり、

アジュバント添加ワクチン区で有効率が上昇した。血中抗体価は、無処理区および不活化

ワクチン区はいずれOであったが、アジュバント711添加区で平均3．2、アジュバント763

添加で平均12の血中抗体価が認められた。

　親魚に対する試験では、浸漬処理後、アジュバント763A添加注射ワクチンを実施した

場合、冷水病の発生は認められなかった。血中抗体価はOであった。一方、浸漬履歴のな

いアユにアジュバント763A添加注射ワクチンを実施した場合、同様に、冷水病の発生は

認められなかったが、血中抗体価は平均で5．6で、免疫を獲得していた。

（攻撃方法の検討）

　2日間培養菌液に比べ、4日間培養菌液のほうで攻撃性が高まった。また、水温20℃飼

育に比べ、13℃飼育のほうで攻撃性が高まった。

（消毒剤の検討）

　塩化ベンザルコニウム溶液O．1％、エタノール70％、次亜塩素酸ナトリウム溶液
600pPmは30秒間で効果があった。

（診断手法の検討）

　混合感染の病原体の出現率は、シュードモナス菌、エロモナス菌および連鎖球菌の合計

で50％となった。混合感染の場合、外部症状のみから判断することは困難であると考え

られた。内部症状が肝臓の貧血のみの場合、口の欠損等特徴的な外部症状と併せて判断で

きる可能性があるが、肝臓の貧血以外の症状がみられる場合は、内臓、鰯および患部から

の菌分離、免疫学的手法等による正確な診断が必要と考えられた。

アユの冷水病および細菌性出血性腹水病（シュードモナス病）に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県水産試験場

　河川水から分離された冷水病原因菌3株は、アユに対して病原性はないものと考えられた。

アユ親魚の冷水病と細菌性出血性腹水病原因菌の保菌状況は、冷水病原因菌では、腎臓が

♂46．7％（14／30）、♀70％（21／30）、卵表面90％（27／30）、精巣30％（9／30）

から分離されたが、細菌性出血性腹水病原因菌はいずれの部位からも分離されなかった。

　冷水病原因菌の消毒剤等に対する感受性については、塩化ベンザルコニウム、次亜塩素

酸ナトリウム溶液、エタノールおよびイソプロパノールでは常用濃度よりかなり低い濃度

で消毒効果が認められた。また、4℃では次亜塩素酸ナトリウム溶液を除き、有効濃度の

上昇が認められた。その他の消毒剤等については、アクリノール、メチレンブルー、グル

コン酸クロルヘキシジンおよびポビドンヨード製剤が比較的低濃度で有効であった。

　細菌性出血性腹水病原因菌の消毒剤等に対する感受性については、塩化ベンザルコニウ

ムと次亜塩素酸ナトリウム溶液では常用濃度よりかなり低い濃度で消毒効果が認められ

た。その他の消毒剤等については、アクリノール、メチレンブルー、グルコン酸クロルヘ

キシジン、過マンガン酸カリウムおよびポビドンヨード製剤が比較的低濃度で有効であった。

　アユ卵の消毒に関しては、メチレンプルーとボビドンヨード製剤について、一応の安全

性が示された。

（P173～184）

（P159～171）

ヒラメのネオヘテロボツリウム症および貧血症の対策研究

　　　　　　　　　　　　　　鳥取県水産試験場栽培漁業部

ネオヘテロボッリウム症とヒラメ貧血症について次の検討をおこなった。（1）lOケ月齢で

ネオヘテロボツリウム症が発生した魚群を経過観察した。病魚の蜷死は，発症月に集中し，

4ヶ月以内に終息した。貧血症状は，発症から6ヶ月後まで飼育魚すべてにみられたが，7

ヶ月目以降には消失した。ネオヘテロボツリウムの寄生頻度と寄生数は，8ヵ月間高値を

維持した。貧血ヒラメ由来ウイルスについても調査した。（2）ネオヘテロボツリウムの保

存飼育が完全循環飼育装置で可能であった。（3）濃食塩水浴によって1歳魚の駆虫を実現し，

予防的な駆虫方法も検討した。（4）ヒラメ貧血症の耐過魚と推定される親魚から種苗生産

実験を開始した。

（P185～196）

ヒラメの貧血症に関する研究

　　　　　　　　和歌山県農林水産総合技術センター水産増殖試験場

　感染実験の結果から、正常なヒラメにネオヘテロボッリウムが寄生することにより貧血

症状が進行し、変形赤血球や幼若赤血球の出現率が増加したり、細胞質の染色性が低下し

た。また、貧血症に罹ったヒラメから本虫の成虫と仔虫を除去することにより、HtやHb

が上昇したり変形赤血球や幼若赤血球の出現率が低下した。以上の緒果から、ヒラメの貧

血症はネオヘテロボツリウムが関与しているものと考えられる。

　県下の3漁協で実施した市場調査の結果から、貧血魚や本虫成虫の寄生したヒラメが広

範囲に出現し、また、時期によってこれらのヒラメの割合が非常に高いことが明らかにな

った。

（P197～210）

ヒラメの貧血症に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　北海道立中央水産試験場

平成11年6月から11月にかけて天然魚と人工種苗由来魚のヒラメについて北海道内のA，

B，C，D，Eの5地点から鮮魚683尾および活魚43尾の計726尾を採取し、「ヒラメ貧
血症」の有無について調べた。鮮魚では鯛の色とネオヘテロボッリウムNeo加伽oω肋hum

舳㎝e　sp．nov．の有無について、活魚ではさらに「濾過性病原体」に対する抗血清による

蛍光抗体法、末梢血液のヘマトクリット値および赤血球の形態と染色性について調べた。

その結果、現時点で「ヒラメ貧血症」と診断された個体はなかった。すなわち、活魚で調

べた43尾中A地点の3尾ではヘマトクリット他が12％から15％と低かったが鯛の色と赤

血球の形態および染色性に異常は認められなかった。鮮魚の683尾でも調べた項目で異常

はみられなかった。また、蛍光抗体法による観察では一部の白血球で偽陽性反応がみられ

たが、赤血球に反応はみられなかった。ネオヘテロボッリウムはA地点の活魚9尾でみら

れた。これら9尾のうち2尾ではヘマトクリット値の低下が（それぞれ12％）みられたが、

他の調査項目で異常は認められなかった。ネオヘテロボッリウムがみられた個体で「ヒラ

メ貧血症」の症状が見られず検査項目でも異常がみられなかったことは、発症原因として

「濾過性病原体」やネオヘテロボツリウムだけでなく他の何らかの要因も関与しているか

もしれない。

（P211～218）


